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カナダ・アサバスカで同時に観測されたVLF/ELF波動とパルセィティングオーロラ
の高時間分解能相関解析
High-resolution correlation analysis between VLF/ELF chorus waves and pulsating au-
rora observed at Athabasca, Canada
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私たちは、カナダ・アサバスカ観測点（磁気緯度 61.2度、L=4.4）で、ループアンテナを用いて 100kHzサンプルの
VLF/ELF波動観測を 2012年 9月 25日から行っている。2013年 10月からの冬期には狭視野の EMCCDカメラを設置し
て同時定常観測を行い、オーロラと VLF/ELF波動の関係を調べている。本研究では、2013年 2月 7日に観測されたパル
セーティングオーロラとコーラス波動の間に見られた相関関係について調べた。このパルセーティングオーロラの強度
変化と 1.5-2.5 kHzのコーラス波動の強度変化のパワースペクトルを比較し、両者は 0.1-0.15 Hzの同じ脈動周期がある
ことが分かった。これらの間の相互相関解析から、オーロラ粒子とコーラス波動の磁気圏赤道面から地上までの到達時
間差を見積もった結果、2つのパターンの時間差が数十秒スケールで切り替わっていることを見出した。1つ目のパター
ンは、波動よりも電子の方が 2秒遅く電離圏に到達していることを示しており、これは南向きに伝搬した電子が南側半
球で反射した場合の理論値と一致する。2つ目のパターンは、波動よりも電子の方が 4.5秒早く電離圏に到達しているこ
とを示しており、これは南向きに伝搬した波動が南側半球で反射した場合の理論値と一致する。これらの結果は、高エ
ネルギー電子とコーラス波動の相互作用が数十秒スケールで切り替わっていたことを初めて示すものである。
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